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答えのない２１世紀で奮闘されている経営者の皆様へ

このレターは、当協会にご縁を頂いている経営者の皆様にお届けしています。

近畿事業推進部の川畑です。

桜が咲き始めました。卒業式、入学式に「桜」、いいですね。近くの公園を散歩

していて、桜の開花に遭遇しました。毎年愉しませてくれます。

開花時に生憎の雨で花見を愉しむ人は少ないですが、雨の桜もまたいいですね。

新年度の始まり、いいスタートを切りたいですね。

毎年、年度が替わるこの時期は電話応対コンクールの問題発表があります。

新型コロナ禍で参加企業、参加者が減ってきています。これをなんとかしたいと、

昨年の全国大会終了後からいろいろな取り組みをしてきました。

その一つが、いま話題のお絵描きムービーを使った「電話応対コンクールの紹介」

です。登場人物は、とある社長が２人。電話応対に困っている社長が、友人の社長と

話をしていて電話応対コンクールを知ります。

詳細は各支部ＨＰの最新情報「電話応対コンクールの紹介動画をご覧ください」を

クリックしてください。

すぐご覧になりたい方は、https://www.youtube.com/watch?v=RJPLxeMboAg

をクリックしてください。右の画像をクリックしてもご覧いただけます。

ぜひ、お知り合いの方へご案内ください。

現在、セミナーや研修等、いろいろと準備中です。

新年度もどうぞユーザ協会の活動をご活用ください。

今月もＵ協近畿通心を愉しんでいただけると嬉しいです。
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【 は じ め に 】
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【ＩＣＴ用語豆知識 「ChatＧＰＴ」をご存じでしょうか】

７年目に入りました。
いつもお読みいただきありがとうございます。

近くの公園の桜が咲きだしました。
毎年愉しませて頂いています。
桜みているとウキウキした気分に
なるから不思議です。

「ChatＧＰＴ」とは、OpenＡＩが公開した高度なＡＩ技術によって、人間のように自然な会話ができるＡＩ
チャットサービスです。２０２２年１１月に公開され、たちまち無料で利用できる革新的なサービスとして注目を
集め、生成した文章の見事さや人間味のある回答がＳＮＳなどで大きな話題となっています。

その後、勢いを増したサービスは、リリース後わずか２か月でユーザー数１億人を突破しました。
ＵＢＳの分析によると、ChatＧＰＴがアクティブユーザー数１億人に到達するのにかかった時間は、ＴｉｋＴｏ

ｋとＩｎｓｔａｇｒａｍがそれぞれ９カ月と２年半であるのに対して、２か月と史上最速です。凄い早さです。

２０２３年に入ると米国Ｍｉｃｒｏｓｏｆｔが開発元のOpenＡＩに対して１００億ドルを投資することが報じ
られるなど、機能面だけでなく成長性でも注目されています。
ChatＧＰＴを使ったスタートアップも現れています。一緒に泣いたり、笑ってくれる世界初のＡＩチャット友達

のレプリカ、医師の音声デジタル（ＡＩ)アシストのスキ、メンタルヘルスケア用チャットサービスのウーボットヘ
ルス、チャットボット作成ツールのランドボットなどです。凄いですね。
日本でも注目を集め、３月１４日にChatＧＰＴを実装した企業の株価がストップ高になるくらい株式市場でも注

目されています。
ChatＧＰＴは、小説の自動生成やゲームでの会話を生成する用途で開発された「ＧＰＴ」という言語モデルが

ベースになっています。ＧＰＴは、与えられたテキストの指示に対して自然言語を生成するＡＩで、インターネッ
ト上にある膨大な情報を学習し、複雑な語彙・表現も理解できるのが特徴です。
更に過去の会話内容を記憶したり、内容に誤りがあった場合はユーザーが訂正したりできるなど、より自然な会

話に近づくための機能が搭載されています。
現在も改良が加えられており、最新はChatＧＰＴ－４．０です（２０２３年３月１４日時点）。
昨年５月に大前さんに学んだ「第四の波」が来てますね。

https://www.youtube.com/watch?v=RJPLxeMboAg
https://www.youtube.com/watch?v=RJPLxeMboAg


先月は第１０２回「励ましの言葉」（2022.9.15）をご紹介しました。
今回は第１０３回「人間はことばで生きてきた」（2022.10.17）をご紹介します。

「人間が生きて行く上で、なくてはならないものを四つ挙げなさい」と問われた数十人の学生たち。
その多くが「スマホ」を挙げていたそうです。さもありなんと思いつつも、この選択には複雑な思

いがいたしました。正解があるわけではありませんから、水、空気、食料に続く４番目に、「スマ
ホ」と書いても問題はないのですが、この調査が期待していた答えは「コミュニケーション」だった
のです。「仲間は食料より尊し」サモア諸島の一種族に伝わるこんな格言を思い出しました。これも
同じように人間関係の大切さを説いています。ただ私が挙げた今回４つ目のキーワードは「ことば」
なのです。

「人類は、ことばを持ったことで生き延びてきた」
巨大な地殻変動や、生きものの熾烈しれつな生存競争の中で、人類の祖先がしぶとく生き延びてき

たのは、二足歩行によって脳が発達し、ことばを持つに至ったからだと言われます。ことばが科学技
術を生み、産業経済を育て、豊かな知恵と強力な団結力で、地球の生きものを支配してきたのでしょ
う。
しかし、２１世紀に入ってからの科学技術の急速な進歩には、歯止めの利かない怖さを感じます。
人間が、自ら作ったコンピューターを制御できなくなるのではないか。片や、一歩間違えれば地球

の破滅を招く核開発が、今もいくつかの国で続けられていることです。その不安の根源の一つに、こ
とばの軽視があると私は考えます。国の内外を問わず、理解し合えない言葉、信頼できない言葉が満
ち溢れているのです。

増える会話のない世界
理解を無視して、ＩＴ機器の開発が暮らしやビジネスの変化を先導しています。ことばレスのデジ

タル機器が、先を争うように増えています。一言も口をきかなくても、仕事は回っていきます。買い
物もできます。医療も受けられます。レストランでは、接客ロボットが無言で店内を動き回っていま
す。福祉社会という視点で見れば、それは大きな進歩かも知れません。
しかし、この便利さの陰には必ず失ってゆくものがあるはずです。その失ってゆくものについて

しっかり考えることが、真の幸せな進歩をもたらすでしょう。

口に入れるものより、口から出すものが大事だ
話が飛びますが、ある時、イエス・キリストの数人の弟子たちが、師を囲んで話をしていました。

「あれは体に悪いから食べないほうがよい」「これは今は甘くて美味しいが、収穫時期を間違えると
ひどい目に遭うんだぞ」黙って弟子たちのやり取りを聴いていたキリストが言いました。「お前たち
は口に入れるもののことばかり言っているが、大事なのは口から出すもののほうなのだ」つまり何を
どう言うかが大事なのだと諭したのでした。
私たちの思考を支えるのはことばです。私たちはことばを聴き、ことばで考えます。そして感情や

思考をことばで伝えます。ことばが貧困だと、思考も感情も貧困になります。豊かなことばを持って
いる人は、発想も知恵も豊かです。

今こそ電話の時代
今さらの反省ですが、３年近く続くコロナ禍、そしてそれと並行して進んだテレワークなどの仕事

の仕方の変化。また、その利便性、効率性ゆえに、一気に普及の進んだオンラインによる会議、研修、
営業、打ち合わせなどは、対面によって人とつながる機会を激減させました。
このことの評価は分かれますが、大別して、私の交友関係では、経営者や管理者層、デジタル機器

を駆使しているＩＴ系人間の多くは是ぜとし、それ以外の営業、サービス業、教育、福祉などの感情
労働系の人は、人間が読めないと概して否定的でした。いずれにしても、ことばによる発信力を、質
量ともに弱めたのは事実です。人間は運動不足になると、足腰の筋肉、骨、呼吸器官、脳まで劣化し
ます。話しことばもそれと同じで、話さなければ会話力、対話力は落ちます。傾聴力も判断力もイン
プロ※力も、そして表現力も話力も委縮します。今はことばについて考え、それを鍛え直す時期にい
るように思います。
「話しことばを磨くのには、日々の電話に優るものはありません」電話応対技能検定（もしもし検

定）の初代検定委員長であった水谷 修さんのことばです。１５年前のことですから、電話を取り巻く
状況は大きく変わりました。しかし、その精神は変わりません。

※インプロ：インプロヴィゼーションの略で、シナリオやマニュアルにはない「アドリブ」のこと。

【ユーザ協会の得意技！ こういう蓄積・ノウハウがあります。岡部達昭先生編】
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前回は家庭でもビジネスでも。さまざまなシーンで活躍しているサービスロボット
（2022.10.17）」をご紹介しました。今回は「サービスロボットの課題と未来像
（2022.11.15）」をご紹介します。

１０月号、１１月号で紹介してきた通り、サービス
ロボットは生産効率を飛躍的に上げ、労働者の時間的
な余裕を生み出します。そして現在、日常生活やさま
ざまなビジネスシーンにおいてサービスロボットが活
躍しています。しかし、サービスロボットのさらなる
普及、活用を進めていくためには、解決していかなけ
ればいけない課題があります。最終回となる今回は、
その課題と未来像について解説していきます。

ロボット業界の抱える二つの課題
ロボット業界が抱える課題には、大きく分けて二つの課題があります。一つは「技術者不

足」。もう一つは「ユーザーのロボットに対する知識や理解力（＝ロボットリテラシー）不
足」です。一つ目の課題、技術者不足の原因は、人口減少による働き手不足という点と、技術
者を育ててこなかった国の失敗という二つの点があります。人口減少の問題はここで解説する
までもないでしょう。問題は後者の国策の失敗です。
日本は過去何十年にもわたり技術者を育ててきませんでした。ロボットを開発するには機械

の知識だけではなく、制御ソフトウェアの知識も必要になります。また、場合によっては心理
学の知識や動物の知識も必要です。つまり、深く幅広い知識が開発技術者に求められるという
ことです。そんな高い能力が求められる技術者ですから、国が本気で教育改革を行うなど本格
的に取り組まなければ技術者を揃えることはできないのです。
次に、二つ目の課題である、ユーザーがロボットについてよく知らないというのも大きな問

題です。Ａｍａｚｏｎは物流ロボットのおかげで今やＥＣ小売で一人勝ち状態です。しかし、
なぜ他社はそうしなかったのでしょうか？物流は単純作業が多く、普通に考えたら「ロボッ
ト」というアイデアが出てきても良さそうです。しかし、そうはなりませんでした。なぜか。
その原因は、他社のロボットリテラシー不足にあったと考えられます。

ロボットは未来の救世主
ロボットの未来は明るいと筆者は考えています。
先に挙げた課題があるとはいえ、ロボットはまさしく救世主

です。ロボットの活用によって、ユーザーは同じ時間で多く
の利益を稼ぐことができます。ロボットは重労働や危険作業
を肩代わりします。これによりケガや病気、事故が軽減され、
労働者がより健康になります。労働者の健康は生産性の向上に
つながり、多くの利益を生み出します。利益向上は給与向上に
つながります。給与が向上すれば市場が盛り上がります。
給与が上がりながらも、自分たちの働く時間は減る。ロボットはそんな未来を形づくります。
これは決してユートピアではなく、現実に見えている世界です。オランダは世界に先駆けて

スマート農業を進めていますが、トマト栽培においては、その生産効率は日本の平均的な農家
の約８倍とも言われています。日本のトマト農家が８時間かけて稼ぎ出す収益をオランダの農
家は１時間で稼いでしまうということです。どうでしょうか？これはロボットがもたらす未来
のほんの始まりです。全人類がロボットによって幸せな方向に変わっていくのです。
これまでの連載で全三回にわたってロボットについて解説してきました。

すでに使われているものもあれば、もう少し未来にならないと実現しないものもあります。
ロボットがもたらす明るい未来はもうすぐそこまで来ています。本連載を機に多くの人がロ

ボットに関心を持っていただけたら幸いです。

【ユーザ協会の得意技！働き方改革と働き手不足時代の救世主サービスロボットの可能性】
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２０２３サイバーセキュリティ対策講座を２月２２日（水）に
実施しました。この講座は、セキュリティ対策における様々な分野の
プロフェッショナルから、サイバー犯罪等の情勢、対策のノウハウ、
万一被害を受けてしまった場合の備えなどを学んでいただこうと年３
回、東京・東海・近畿事業推進部で合同開催しています。
今回は１６０名を超える方からお申し込みいただきました。当日は

以下の内容でみなさんに学んでいただきました。
２月２日～３月１８日までは、サイバーセキュリティ月間でした。
情報セキュリティを担保するのは、最後は「人」です。

こういう機会に事例に触れたり、基本を再確認して情報セキュリティに対する意識を呼び起こしてい
きたいですね。そして被害者はもちろん加害者にもならないようにしましょう。

次回は６月の予定です。募集は各支部のＨＰをご覧ください。（近々掲載予定）

＜講座内容＞
【第１部】サイバー空間をめぐる脅威の情勢とサイバーセキュリティ対策

講師：警視庁サイバーセキュリティ対策本部 担当官
【第２部】総務省が取り組むサイバーセキュリティの最前線と対策

講師：総務省サイバーセキュリティ統括官室 調査員
【第３部】基本から再確認！２０２３情報セキュリティ講座

～今日からすぐできるセキュリティ対策の基礎知識を習得～
講師：近畿事業推進部長 川畑 文雄

（一話４０秒程度の参考になる動画です。以下をクリックしてください。）
サイバーセキュリティ対策9か条の動画を見る

＜経営者のための講座です。ぜひご参加ください。＞
〇経営者のためのＺｏｏｍ体験講座（初級編） ４月１８日（火） 絶賛募集中
○経営者のための情報セキュリティ講座 ４月２４日（月） 絶賛募集中
○経営者のためのＩＣＴリテラシー講座 ５月２４日（水） まもなく募集開始

【お役立ち情報：２０２３サイバーセキュリティ対策講座を開催しました。】
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３月某日、高槻市にあるコニカミノルタのＦＯＲＸＡＩ（フォーサイ）というＬＡＢを訪問しました。
いま企画している「経営者のためのＩＣＴリテラシー講座」の打ち合わせのためです。
こちらでは、最新のＩｏＴ技術とＡＩについて研究されています。
当日は、ＦＯＲＸＡＩの説明をして頂いた後、実機展示を見せて頂きました。写真を掲載できないの

が残念ですが、それは５月２４日の講座の中で中継動画でご紹介したいといま交渉中です。
画像を使ったＩｏＴというと皆さん、なにを思い浮かべますか。不良品検出、顔認証でしょうか。
いえいえ、いろんなところで使われているのです。しかもＡＩを使っています。 ＦＯＲＸＡＩは画

像ＩｏＴのプラットフォームなのです。事例を少し紹介します。

・次世代型ロボットに、骨格検出技術(人の映像を骨格で表示することができます）を使って、人が
しゃがみこんでいるとロボット（ＡＩで判断するのです）が近づいてくるんです。凄いです。

・食品工場では、１人作業が多く、事故があった時の迅速な対応が求められます。そこにもこの骨格
検出技術とＡＩを掛け合わせて転倒したとＡＩが判断したらアラームや責任者への連絡がいく仕組み
があるのです。これも凄いと感じました。

・介護施設では人手不足でカメラを使ってベッドから落ちたらすぐ知らせる仕組みもあります。
ここにもＡＩが活躍しています。プライバシーに配意できるのがいいです。

・コニカミノルタでは駅伝チームをもっていますが、選手のフォームを骨格技術を使って、一般向けに
効率的なフォーム指導をするものもあります。

この講座は、経営者の視点でお役に立つ講座で５月２４日（水）開催に向けて準備中です。
準備が整い次第、各支部のＨＰに案内を掲載しますのでどうぞご参加ください。
ＡＩといえば、最近ChatＧＰＴが注目を集めていますが、お使いになったことがありますでしょう

か。大学の論文は上位、アメリカ司法試験合格、医師合格というレベルです。世界中のデータベースを
使っていますからこの領域では人間はかないませんね。
使い方は簡単で、OpenＡＩのＨＰで登録したらすぐ使えます。大前さんのＢＢＴで使っている
AirCampusでも３月１４日から実装して使っています。チャット形式で、口語で質問をいれるとちゃん
と回答が文章で返ってくるのです。質問の仕方によって、より自分が求めるものが得られます。

「電話応対コンクールの参加勧奨の文章を考えてください」と質問しました。
答えは、以下のとおりです。

「電話応対コンクールに参加しませんか？」
お客様への対応は、企業や組織にとって非常に重要な要素です。そのため、電話応対のスキルを磨く

ことは、ビジネスにおいて大変役立ちます。
そこで、私たちは電話応対コンクールを開催いたします。このコンクールに参加することで、現在の

スキルを評価し、改善するためのアドバイスを得ることができます。
更に、優勝者には豪華賞品とともに、賞金が贈られます。また、参加者全員には参加賞が授与されま

すので、ぜひ多くの方に参加していただきたいと思います。
この機会に、自分のスキルを評価し、向上させるためのアドバイスを得てみませんか？是非参加して、

自分自身の成長の可能性を広げましょう！

いかがでしょうか。一部、「賞金が贈られます」など誤った情報もありますが、参加勧奨文章になっ
ていますね。
昨年５月に「大前さんに第四の波を学ぼう」を開催しました。あの中で２０２５年までに世界の雇用

が８，５００万人分失われ、９，７００万人分雇用が生まれる、２０３５年～２０４５年にシンギュラ
リティが到来と学びました。いまＧＡＦＡＭは大量解雇してますね。シンギュラリティも予想より１０
年早くなるのではないかと最近大前さんは言われています。ChatＧＰＴは、使い方次第で企業の大き
な武器になりますが、使い方を誤ると自分で考えない従業員を生み出しかねません。まずは使ってみる
ことからですね。使ってみて、今後の事業にどう活かせるのか考えてみませんか。
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【お役立ち情報：最新のＩｏＴ、ＡＩの動向を紹介します。】

＜原稿大募集しています！＞
あなたの知識や経験等が他の会員さんのお役に立てば、嬉しいですね。
いつでも待ってま～す。写真等も大歓迎です。
送り先： f.kawabata@jtua.or.jp（川畑）までファイル（Ａ４）を送ってください。

mailto:f.kawabata@jtua.or.jp


セキュリティの最新情報も
アップデートできます。
支部ＨＰにて絶賛募集中！

<近畿６支部限定プレゼント>
新規ご入会様、既存会員様
本特典ご利用で「ＤＸ革命(大前研一著)」を
プレゼントいたします！
後日、連絡責任者様へ送付させていただきます。

ＢＢＴのコンテンツの中から、協会会員様のために特に選びました。

「見て学ぶ」と「参加して学ぶ」があります。

あの大前研一さん率いるＢＢＴの研修がユーザ協会会員様特典
として利用いただけるようになりました。

どの講座も大前研一さんの講演以外に業界の最先端を行く経営者の
講演が盛りだくさん！これからの経営のヒントがたくさんあります。

詳細はこちら！
https://wstg-bbt.staging-bbt757.com/corporate/sd/063jtua/index.html

この値段でこのパフォーマンスにびっくりです。
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＜経営者講義－１９講座＞

定価33,000円（税込）を当協会

会員様は１割引29,700円(税込）で
ご視聴いただけます。

5,500円(税込）
でご視聴いただけます。

https://wstg-bbt.staging-bbt757.com/corporate/sd/063jtua/index.html
https://wstg-bbt.staging-bbt757.com/corporate/sd/063jtua/index.html
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